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特別損失（減損損失）の計上及び平成 28年 12月期連結業績予想と 

実績値との差異に関するお知らせ 

 
平成 28年 11月 21日付「特別利益（投資有価証券売却益）の計上及び平成 28年 12月期通期連結業績予想の上方

修正に関するお知らせ」と本日公表の実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。また、平成 28 年 12

月期連結累計期間において、下記の通り特別損失を計上しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の内容 

当社グループは、平成 28年 12月期連結累計期間（平成 28年 1月 1日～平成 28年 12月 31日）において、特に、

細胞医療事業において所有する固定資産に対して、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、近年の症例数の

減少傾向について、回収可能価額を著しく低下させるものと判断し、減損の兆候が認められることから、減損テス

トを実施いたしました。そこで、将来の回収可能性を検討した結果、当社グループ全体で上記資産を回収可能価額

まで減額し、401百万円を減損損失として計上いたしました。 

 

２．業績予想値と実績値との差異 

平成 28年 12月期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異（平成 28年１月１日～平成 28年 12月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,850 

百万円 

△450 

百万円 

△470 

百万円 

△400 

円 銭 

△28.58 

実績値（Ｂ） 1,801 △621 △667 △918 △65.65 

増減額（Ｂ－Ａ） △48 △171 △197 △518 ― 

増減率 △2.6 ― ― ― ― 

(ご参考)前期実績 

(平成 27年 12月期) 
1,909 △601 △623 △990 △71.06 

  
 

３．差異の理由 

 平成 28 年 12 月期通期連結業績につきましては、医薬品事業において、樹状細胞ワクチンの承認取得へ向けた開

発活動をより強力に推進したことにより研究開発費が予定よりも大幅にかかったこと、細胞医療事業において、売

掛金に対する貸倒引当金繰入額の計上等の理由から、営業利益及び経常利益はそれぞれ前回公表予想（平成 28 年

11月 21日付公表）を下回りました。 

また、上述の特別損失（減損損失）の計上等を踏まえた結果、親会社株主に帰属する当期純利益につきましても

前回公表予想（平成 28年 11月 21日付公表）を下回りました。 
 

以 上 


